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(1)緒 言

當病院 二於 テ補艘探血用 トシテ當 日早朝或ル動

物屋 ヨリ直接数匹ノ中等大 ノ海狸 テ取 リ寄 セ是

等 ノ轟狸 ヨリ探血 シテ混合 シ其 ノ血清テ補罷 ト

シテ結核補禮結 合反慮 テ行 ヒタルニ甚 シク不良

ノ結果 テ得 タリ。 其 ノ原因ラ探索 シタルニ探

血 シタル海狽 ノ血清中不良ナルモノ ・存在スル

ラ知 レリ。舷二於テ前記探血梅狽 ノ個々二就 キ

テ検査 ラ行 ヒタ・レニ其 ノ内一頭 ノ鼠践淋巴腺 ガ

雨側共獄豆大 二腫脹セルテ認メタリ。弦 二於 テ

該海狽1頭 ヨリ更 二探血 シテ之 ヲ56℃ 、30分間

加熱非働性 トシタルモ ノテ結核性抗元ニヨリテ

補膿結合反慮 ラ行 フニ頗ル彊度 ノ陽性反慮テ呈

ス。 直 チニ是 ラ撲 殺 シテ剖見 セル ニ著 明 ナル結

核病竈 ヲ肝、肺 、脾臓 等 二認 メ此 ノ1例 二就 キ

テ細菌學的及 ビ組織學 的 二検索 テ行 ヒテ其 ノ分

明 セル虎 テ記載 報告 セ ン トス。

附記:當 時余等 ノ實験室 二於 テノ・結核 二感染 セ

シメタル海狼 ラ有 セズ從 ツテ當病院 二於 テ結核

海猿 テ混 ズル憂 ナ シ。更 二動物屋 二訊 シタルニ

該 海狽 ハ地 方 ヨ リ新 シク途 附 シ來 タ レルモ ノー

シテ當店 二於 テハ不正 ナル海狸 ハ絶封 二購入 セ

ズ ト。術 ホ直接動物 店二行 キ同時 二購 入 シタ リ

ト構 スル海猿100飴 頭 二就 キ テ検査 テ行 ヒタル

ニ鼠淋 巴腺 ノ腫脹 テ認 メ タルモ ノナ シ。

(2)結 核海狽 ノ剖検 所見

動物 ノ外見

罷重4509、 榮養状態可良、鼠践淋巴腺ノ・獄豆大

二腫大、其 ノ他外傷等 ノ如キモ ノ・・認 メズ。

動物 ノ内見

(1)胸 部

肋膜腔 二浸出液ナク肺肋膜ハ牛透明。肺臓 バー

般 二灰白淡赤色 ラ呈 ス。硬度及 ピ含氣量正常。

表面二於 テ灰白色牛透明性 ノ粟粒大結節撒個テ

認 メ右下菓 二米粒大以上 ノ梢 胤大ナル結節1個

テ認 ム。割面ハ淡赤色正常色彩 テ示 シ同檬 二牛

透明性 ノ粟粒大結節 ヲ認 ムル塵 アリ。

(2)腹 腔

肝臓ノ・一般 二梢 ≧腫大 シ灰白色牛透明 ノ肥厚 セ

ル被膜二依 リテ蓋ハ レ甚 シク硬靭 ニシテ表面 二

於 テ嬰粟粒大、米粒大及 ビ小豆大等 ノ灰白黄色

ノ結節 テ無数二認 メ表面 二鞘 ㌃隆起セル所見 テ

呈 ス。割面ノ・暗褐色、上記 ノ結節 テ無数 二認 メ相

近接 入ル結節ハ相互二融合歌 テ示 スモ ノァリ。
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脾臓ハ約1倍 牛大二腫大 シ被膜緊張、硬度柔軟、

赤紫色ノ色調 テ呈 シ多薮 ノ溝 二依 リテ絞 レ爲 メ

ニ幾分ZF坦 ラ鋏 グ ト難モ其 ノ他 ノ部分ハ梢 ≧容

積テ檜 シ被膜梢 ≧肥厚状 テ呈 ス。割面暗赤色、

血量 二富 ム。脾髄 ノ増殖著明、組織粥 テ擦取 シ

得。

腎臓 ニハ肉眼的著攣 ナ シ。

(3}肺 、肝、脾及 ビ腎臓 ノ組綾學的所見

肺臓 二於 テハ肺肋膜 ハ輕度 ノ績維性 ノ肥厚 テ示

シ、被覆細胞ノ・椴子状 トナリテ肥厚 セル繊維 卜

∴拉列 ス。肺實質ノ・一般二毛細血管!充 血著明、

特二中等大血管二近接 セル部分 ノ毛細血管上皮

様細胞 ノ集籏 テ見ルモ ノアリ。細葉ニー致 シ増

殖性結節 テ認 メ結節 ノ2、3ノ モ ノハ中心 ノ乾酪

化 ノ像 ラ示 スモノアリ。抗酸性染色ニヨル時ハ

此 ノ部分二穎粒性抗酸性菌テ認 ム(鏡 検 一ヒ典型

的結核菌 ト全 ク同一形態 ナリ)。血管及 ピ氣管枝

淋巴腺二於テ中心部 ノ乾酪性愛化二陥 レルモ ノ

アルラ見ラノレ。

肝臓二於テハ全般二多薮 ノ結節 テ形成 シ種々ノ

経過二於 ケル結核性病攣像テ示 ステ見ル。即 チ

乾酪獲性テ示 シ相近接 スルモノ相互二融合 シテ

大ナル病竈 ヲ形成 スルモ ノ、結締織 ノ檜生セル

病竈 ノ修復機轄 モ可成旺 ンナルモノアリ.肉 芽

組織 ノ増b殖著明ナリ。即 チ肝臓二於テノ・乾酪化、

繊維化及乾酪化二至ル前期 ノ各病攣 ラ各所二認

メ是等偬テ結核性愛化(實 験的人型或 ハ牛型結

核菌二依ル海猿結核 ト多少異 ナル所 アル トスル

モ)ニー致 ス可キ組織學的病愛ナルテ認メ シム。

抗酸陞i染色二依ル時ハ病攣部=一 一致 シテ肺臓 二

於テ認 メラレタル ト全 ク同様 ナル抗酸性穎粒性

桿菌テ庭々二謹明 シ得。爾ホ又病攣竈 ノー部二

特二病竈周邊帯 二於 テ非抗酸性二,染色セラレタ

ル短桿菌、穎粒性短 桿菌或 ハ叉楷 圓形或 ハ球菌

歌 ヲナセル 非抗酸 性二 染色 セ ラ レタル 菌 ヲ認

ム。更 一;一一一Bilschowski氏 鍍 金法 二依 レバ病 慶

部 ノ乾酪 化竈 二於 テハ格 子状繊維 ノ先全 二消失

テ認 メSudanIII二 依 ・レ時 ハ是等 ノ部分 二脂

肪物 質 ノ出現 多激 ナル テ認 メ タリ。 只此 ノ肝臓

二於 テ上皮葉細胞及淋 巴球 ノ集籏租 ヒ少 キ事 ラ

認 メ得 ラル。是 レ蓋 シ病原 ガ比較的 二個罷 ノ組

織反鷹 二封 シ弱作 用 テ示 入モ ノナルガ爲 メナル

〈ご シ
o

脾臓ニアリテハ髄質 ノ増殖 九認ム。,賓毛細血管

ハ充實性 ノ籏張 チ見 ラル。人輩核細胞 ノ遊走多

ク脾髄細胞 ノ檜生、淋巴球 ノ増生増撒高度 ナリ。

髄質ハ然ルニ各所二壌死様攣化二陥 リタル限局

病竈テ認 メ其 ノ周邊二於 テ特 二遊走細胞 ノ多撒

集籏 セルラ見ル。濾胞ハ其 ノ大部分 ニアリテ細

胞 ノ壌死性愛化 テ呈 シ時二全 ク乾酪檬攣性二陥

リ無構造二Eosinノ 赤色染色テ呈スルモノア

リ。要之二脾臓 ノ組織學的所見・・結核性攣化 ノ

主 トシテ前期 二全 クー致 スル像構 テ示 入モ ノト

見倣サル。肝瓶 ノ場合 二於 ケル ト全 ク同檬二抗

酸性染色二依 リ抗酸性菌及非抗酸性 二染色セラ

ル ・菌 テ病愛竈 ノ各所 二認 メ得 ラル。

腎臓ハ組織學的二血管系 ノ充血テ認 ムルモ他 一

限局性病愛テ認 メズ。

(4)細 菌學的所見

肝、肺、脾臓等 ヨリ塗抹標本テ造 リZiehl-Gabbet

氏 ノ染色テ行 ヒテ鏡検 スルニ組織標本中二認メ

ラレタル ト同様 二各臓器共 二穎粒性抗酸性桿菌

テ塵 々二認メ同時二非抗酸性短桿菌、穎粒性短

桿菌、擶圓形乃至球状 テ呈 セル菌 テ認ム。

余等 ハ該菌 ノ純培養 つ得 ン トシテ無 菌的 ノ肝臓

小片 ヨリ直 チー之 テPetroff培 地3本 上 二塗

抹、一つケ肝臓 ノ小片 テ瑞璃乳 鉢中 ∴磨潰 シ10%

H,・SO,水 二20分 間 虜 置後遠 心器 一カケテ沈澱

物a3本 ノPetroff培 地 二塗抹 シテ37.σCノ 艀
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卵 器 中 一培 養 テ試 ミタルニ 培養5日 目 一 シテ

H2SO4虎 置 ノモ ノニ帯黄 褐色、漁潤 性 ノ1個 ノ

菌苔 ラ叢 生 シタル ノ ミー シテ其 後2ケ 月間卿堺

器 中 二放 置 シタルモ更 二1個 ノ菌 苔 テモ登 生 セ

ザ リキ。思 フニ該菌 ハPetroff培 地 上 ニノ、登 育

困難 ナル 菌 ナ リシ爲 メナ リ ト思惟 ス。 上記 ノ

Petroff培 地 上 二叢生 セル1個 ノ菌苔 ヨ リ得 タ

ル菌 ノ・非抗酸性 多檬性 ノ菌 ニ シテ之 テPetro∬

培 地上 二凡 ソ20日 間 ノ 間隔 テ以 テ 累代移植 テ

行 ヒテ第3代 目 二至 リテ菌型 甚 ダ シク多様性 二

シテ且 ツ多染 色性 テ帯 ビZieh1-Gobbet氏 染 色

法 二依 リ赤染 セ ラ レ易キ穎粒獣球菌或 ハ隻球菌

状 ノモ ノテ混在 セ ラル ・テ認 ム。 此 ノ菌 ガ果 シ

テ塗抹標 本中 二見 ラ レタル菌 ト同一菌 ナルカ否

ヤノ'未グ疑問 ナルモ目下該菌 ノ血清學 的特 異性

拉 二海猿接 種 テ行 ヒテ實験 綾行 中 ナル テ以 テ其

ノ結果 二就 キテノ、更 二報告 スル機 會 アルベ シ。

唯、 今 一 シテ思 フニ結核臓器 ヨ リ直 チニ梅狼接

種 テ行 ノ・ザ リ シ不注意 テ遺憾 ト人。

(6))総 括姑 二結 論

動物 二於 ケル結核 自然感染 二關 スル文献 テ見 ル

ニHelm氏 二依 レバ結核 ノ・其 ノ80%マ デノ・牛

型 菌 ニ シテ鳥型 二依 ル コ トノ・寧 ロ稀 ニ シテ20%

ナ リ ト。Couland氏 ハ羊、 山羊、馬及 猫 二於 ケ

ル結核 ノ・稀 ナルモ時 二高度 ノ結核 ヲ認 メ犬 ニ ア

リテノ・Eト シテ病竈 ガ肺臓 二限局 シ殆 ン ド人型

菌 二原 因 シ家 兎 二於 テハ結核 自然感染 ノ・至極稀

レナ リ ト述 ブ。最近Salomon氏 ノ・小鹿 ト鷲、

Raethel氏 ノ・獅 子 ノ結核 自然感染 二就 キテ報 ズ

ル テ見 ル。扱 テ海猿 ノ結核 自然感染 二就 キテハ

Petri氏 ノ報 ズル 塵 二依 レバ1890年 ヨ リ1896

年 間 ニベ ル リンー 於 テ撲 殺 セラ レタル3000頭

ノ海猿 中唯1頭 ノ結核 自然感染 テモ認 メザ リ シ

ラ報 ジRemlinger氏 モ亦海狸二於 ケル結核 自然

感染 二遭遇 シタル コ トナ シト。一方叉Lebmann

及 ビNeumann氏 等 ・・海狽 ノ結核 自然感染 ハ梢

屡 ≧之 テ認 ムル コ トテ記1載 ス。爾 ホ又、Vasiliu

氏 ノ如 キノ・海狽 固有 ノ結核 ア リ トノ意見 テ保持

スルモ ノ・如 シ。

余等 ガ今同遭遇 シタル海狸 ノ結核ハ剖見所見一

於 テ病攣廣範園ナルニ拘 ラズ海狸 ノ榮養駄態可

良 ナル ・、病原菌 ノ弱滝性ナルテ思ハ シメ果 シテ

剖見拉 二病理組織學的検査 ノ結果 二依ルモ其 ノ

病攣状態 ヨリ推 シテ該菌 ノ弱毒性 ナルテ認 ム。

而 シテ剖見 ノ結果特 二著明ナリト思ハル ・モノ

ノ・肉眼的二肝臓 二於 ケル病攣 ガ肺、脾臓等二比

較 シテ遙 二高度ナルコ トナ リ。且ツ肝及 ピ脾臓

等 ノ病竈 ニー致 シテ抗酸 性菌 ト同時二多歎 ノ非

抗酸 性菌テ認 ムルノ・叉特異ナ リ。

以上ノ所見 ヨリ該結核海猿ノ・一種特異 ナル結核

菌 二依ルモ ノ・如 ク軍ナル人型乃至牛型結核菌

二依ル自然感染 ニノ・非ザルカ。要 スルニ此 ノ結

核 自然感染 ノ1例 報告ガ今後 ノ研究 ノ資 タレバ

余等 ノ本懐 トスル塵 ナリ.

本論文ノ組織標本二就キテハ特 二佐々一雄先生

ノ御検閲テ煩ノ、シタリ。
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